
概　要

第１章　指針の策定に当たって

・　社会的な動向
・　国，県における法律・条例等の制定およびその運用状況

・　住みやすいまちづくり，地域の活性化など，指針を策定する目的

・　総合計画との関係および他の計画等との整合性

第２章　ユニバーサルデザインとは

・　ユニバーサルデザインの起源，歴史
・　ユニバーサルデザインの意味，定義

・　ユニバーサルデザイン７原則の紹介（公平性，自由度・柔軟性，単純性，明確性，安全性，低負担，ゆとり）

・　バリアフリーとユニバーサルデザインの違い
・　バリアフリーとユニバーサルデザインの相互関係

第３章　高松市がすすめるユニバーサルデザイン

・　本市の策定する計画，条例，指針およびそれに基づく取組等（現状把握）

・　ユニバーサルデザインの考え方を取り入れた，高松市らしいまちづくりのかたち
・　高松市の特色を生かした住みやすいまちの目標

・　これからのまちづくりを考える上で基本となる，高松市らしさを盛り込んだ理念

・　心のユニバーサルデザインの意義，必要性
・　目指すべき姿，基本理念との関係
・　指針における位置付け

第４章　取組の方向性

　１　身体等の状況ごとの特性

・　ユニバーサルデザインの考え方を取り入れたまちづくりを進めるに当たり，特に配慮が必要と思われる特性の例示
・　例示された特性に対し，具体的に必要とされる配慮や注意点

・　「身体等の状況ごとの特性」を踏まえた，まちづくりのケースごとに留意すべき点や取組
　　・　まちづくり・・・建築物，道路，公園・観光地，公共交通
　　・　ものづくり・・・製品開発，利用促進
　　・　情報・サービス・・・行政情報，行政（窓口）サービス，その他の情報・サービス
　　・　ひとづくり・・・普及啓発，人材育成

第５章　それぞれに求められる役割

・　ユニバーサルデザインを推進するために市が果たすべき役割（情報提供，周知啓発，意識の醸成等）

　３　市民活動団体への期待

　４　市の役割
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・　ユニバーサルデザインの考え方を取り入れたまちづくりを進めるに当たり，市民，事業者，市民活動団体に期待するそれぞれの役割や取組等

　１　指針策定の背景

　３　指針の位置付け

　２　指針策定の趣旨

　１　ユニバーサルデザインの考え方

　２　ユニバーサルデザインの７原則

　３　バリアフリーとユニバーサルデザイン

　１　これまでの取組

　２　目指すべき姿

　３　基本理念

　４　心のユニバーサルデザイン

　２　ユニバーサルデザイン推進のための取組

　１　市民への期待

　２　事業者への期待
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